
（案） 

平成２１年１１月１２日 
三陸国道事務所     
大船渡維持出張所    

 

救急搬送の迅速化を図りました 
～ 救急車の緊急退出路シャッターを改良 ～ 

 

 

 

 

 

 

≪改良イメージ≫ 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

至　釜石

三 陸 道 本 線

←　救急車緊急退出路（上り線）

←　救急車緊急退出路（下り線）

至　陸前高田

増設センサー

至　県立大船渡病院

増設センサー到達範囲

旧センサー到達範囲

国土交通省大船渡維持出張所では，三陸道に設けられている「救急車緊急退出路」の開閉センサー改

良により，釜石方面から大船渡病院への搬送時間を約１０秒短縮しました。 

現在の緊急退出路は平成１７年に設置されたものですが，「釜石側からの使用時に待ち時間がある」

との関係者からの意見を踏まえ検討を行ってきたところです。 

１分１秒が生命に関わる救急医療において，これまで以上に救命率が向上することが期待されます。 

※１１月１９日(木）１０：００～現地説明会を行います。取材希望される方は下記まで問い合わせ願います。 

記者発表資料 

＜ 問 い 合 わ せ 先 ＞ 

国土交通省 東北地方整備局 三陸国道事務所 大船渡維持出張所 
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Ｔｅｌ：０１９２－２６－５３５６ Ｆａｘ：０１９２－２７－５９１１ 

ホームページアドレス：http://www.thr.mlit.go.jp/sanriku/10_iji/ofunato/index.html 

＜ 発表記者会：大船渡記者クラブ ＞ 

≪改良前≫ 

シャッター開閉センサーの到達距離が短く，救急車が緊急退出路

に進入（①位置）してからシャッターが作動していたために，シ

ャッター前（②位置）で１０秒程度停車していました。 

≪改良後≫ 

シャッター開閉センサーを増設し，救急車が緊急退出路に進入す

る前（③位置）にシャッターが作動可能となり，シャッター前で

待つことがなく通り抜けできるようになりました。 
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② 

③ 


